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新年あけましておめでとうございます。
皆様におかれましては希望に満ちた新年を迎えられたこ

ととお慶び申し上げます。
旧年中は、沖縄労働基準監督署をはじめ、関係行政機関

や関係団体及び協会本部のご指導、並びに会員の皆様の
ご支援とご協力により無事支部運営が遂行できました。

厚く御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと、県内外では大雨や大規模火災な

どが発生し、１１月には沖縄本島北部に集中豪雨が発生
しもはや災害級とも言える被害を及ぼしました。

被害を受けられた皆様には心よりお見舞いを申し上げ
ます。

そのような中、戦後８０年という節目の年に沖縄尚学高
校が県勢として１５年ぶりに夏の甲子園で全国制覇を果
たした事は、県民に希望と活力を与えてくれました。

さて、県内の労働災害について、死亡災害は長期的には
減少しておりますが、休業４日以上の死傷災害は増加傾向
にあり、歯止めがかからない状況となっております。

特に、転倒、墜落、転落や腰痛といった作業行動に起因
する災害が多く、年齢別でみると５０歳以上の割合が多く

占めています。このような状況を踏まえ当支部では、本年２
月に「安全衛生セミナー」を開催いたしますので、会員事業
場の皆様の実務にお役立ていただけますと幸いです。多く
の皆様のご参加をお待ちしております。

今年の干支である丙午（ひのえうま）は「勢いとエネル
ギーに満ちて、活動的になる」という意味合いを持っており
ます。

当支部といたしましても、丙午の力強い運気を味方につ
け、関係行政機関のご指導の下、会員の皆様が健康で安全
に安心して仕事に取り組める職場づくりを目指して、支部
職員一丸となり取り組んでまいります。会員の皆様方には
一層のご支援と積極的な活動をお願い申し上げます。

結びに、皆様のご繁栄とご健勝、並びに各職場の無事
故、無災害を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていた
だきます。
「ご安全に！」

支部長 金 城　  稔
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新年明けましておめでとうございます。
労働基準行政の運営に格別のご理解ご協力を賜りま

して、厚く御礼申し上げます。
昨年は、長時間労働・賃金改善等の労働条件の実

現、労働災害の減少や過労死等事案を含む労災保険の
迅速・公正な給付等に取り組んでまいりました。

引き続き「誰もが働きやすい職場づくりの推進」に
向けて課題に取り組んでまいりますので、ご協力の程
よろしくお願いいたします。

私事ですが、一昨年に還暦記念のNAHAマラソンで完
走ならず、昨年再挑戦し、沿道の人々に支えられなが
らギリギリで完走出来ました。還暦過ぎてもチャレン
ジする様子は思いのほか親族ウケが良く、周囲に少な
からず影響がありました。

前向きに何かに取り組めば、自分が変わり、周囲も
変わると改めて感じました。

「馬には乗ってみよ人には添うてみよ」と言うこと
わざがあります。何事も経験してみなければ分らない
ことが多くあると思います。　今年は無理せず何かに
チャレンジしたいと考えています。

さて、今年の干支の午（馬）は、優しくて力強く、
健康・豊かさ・発展の象徴とされ、「午」の字は、物
の交差や転換を意味すると言われています。

今年は、会員の皆様が健康で豊かな年となり発展さ
れますことを祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

署　長 南　  隆 功
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